










































そうするとキリスト教の場合， 経典言語は二つあるのだろうか。EljJち， r [日約聖書Jの経典言






















特にアレグサンドリアのクレメンス ClemensAlexandrinus (i"ante 215) ，オリゲネス Origenes
(ca. 185-253/4)，ヨハンネス・クリュソストムス JohannesChrysostomus (t407) らは，セプ
トクアギンタから多量に引用した事からも明らかなように，セプトゥアギンタの科学的基礎概念
によって思索し著作したが，その事は決してギリシア教父のみに限定されていたわけで、はなく，
ラテン教父達についてもし、し、うる。偉大なラテン教父達， テルトゥリアヌス Tertullianus(ca. 
ギリシア謡聖書の研究~その構組 - 17-
160-ca. 220)，キプリアヌスCyprianus(t258)， ミラノのアンプロシウス Ambrosius(t397)， 
アウグスティヌス Augustinus(354-430) ら西方村1学の基礎を創った人々の土台とした!日約聖書
は「古ラテン語訳 VetusLatinaJ (あるいはイタラ ltalaとも呼ばれる)であった。従ってラテン
語聖書であってギジシア語聖書で、はなし、。ラテン語聖書といえば，我々の脳控に直ちに患い浮か

















































( 1) A. von Harnack， Die Mission und Ausbreitung des ChrIstentum in den ersten drei ]ahr・
hunderten. 1 Bd. Die Mission in百九Tortund Tat， Leipzig 19244の第8章で、ハルナッグは，キリ
スト教伝道おける聖書の役割について述べ，I日約聖書を高く評制している。
( 2 ) セプトゥアギンタを基礎にした重訳には，古ラテン語訳の他に次のようなものがある。
① コプトJIi訳……コプト語訳は，五つの方言(サヒド訟・ボハイル詰・アクミム詰・ファイユーム





④ シソア語訳・ー ・・・テラのパウルス PaulusTellaeが616--..7年にへクサプラ(後述)の第五欄を翻
訳したものがあり，普通はシロ・へクサプラ Syrohexaplaと呼ばれる。
⑤ ゴー ト語訳・…..350年!実にウルヒラ Ulfilaによってルキアヌス校訂本文(後述)から訳された
が，今iヨではほんの僅かな断片が残るのみである。
⑥ アルメニア語訳…・ーメスロプ Mesrop(354-441)によって始められ， ヘクサプラの本文を用い
た。アリスタルコスの記号(後述)が付された写本もある。
⑦ グルジア語訳・・・ υ ・アルメニア語訳同様メスロブ。によって始められたとも言われるが疑わしし、。 5
ギリシア語聖書の研究~その構想 - 19-
~6 世紀のものと今日では考えられている。















































































































しそこからオリジナルのセプトゥアギンタ本文に帰ろうと考えるラガルデ Paul Anton de 
Lagardeの試みは， 彼自身においては成功したとは言えないが， 彼の高弟である前述のラール
フスは， ラガルデの考え方(校訂本文系を明確にする)に従ってセプトクアギンタの批評版(1G)を



















( 1 ) セプトゥアギンタについて全般的に知る為には，各種の型書辞典及び!日約聖書緒論の当該項目を参照
する事が第一に為さるべきであるが，その次に参照すべき文献を少し例挙しておく。
①日.B. Swete， An Introduction to the Old Testament in Greek， Cambridge， 19022; revised 
by R. R. Ottley 1914. Reprint of the revised edition， New York， 1968. 
これは，今世紀初頭のものであるが，教父等の基礎的なテキストを原典で引用したり，什録に H.St.
J. Thacl王erayの縞になる TheLetter of Aristeasのギリシア市本文を加えたりしている点等で資
料的価簡を持っており，今日でもなお有益なものである。
② S. Jellicoe， The Sept:uagint and Modern Stuc1y， Oxford， 1968. 
これは，①の後，半世紀を経たl時点で‘セプトゥアギンタ研究を概観したもので，今日のセプトゥア
ギンタ研究にとって基礎的なものである。
③ S. Jellicoe (ed.)， Studies in the Septuagint: Origins， Recensions， and Interpretations. 
New York， 1974. 
これは，②の著者が死亡する(1973年)前に最近のセプトゥアギンタ研究の諾論文の中から35篇の
代表的なものを選び出して 6つの項目(1.セプトゥアギンタ研究概観， n.セプトゥアギンタの起
源， 班.伝承史， N.木文， 翻訳の手法， V.新約聖書と教父におけるセプトヮアギンタ， VI.セ
プトゥアギンタの意義〕に分類し約50頁のプロレゴメノンを付して編集したもので，死後， H.M. 
Orlinskyの編になる Libraryof Biblical Studiesの一間として刊行された。





⑤ S. P. Brock， Die Ubersetzungen des Alten Testaments ins Griechische， in : Theologische 
Realenzyklopadie Bd. 5 (1980)， 163-187. 
これは，セプトゥアギンタ研究の最も新しい文献(1970年代のもの)を知るのに有益である。




( 2 ) それは， 70人に根らない。むしろ 70という数が意味する事は次のような事であろう。へブライ誌で
7は 3):nv といい，この訪根の 3):l~は;1M i'lt 3):liV (r満ち足りている，十分である」というよ
うな意i床を持つ)と関連していると考えてよし、。そこから 7の10倍の70は「おびただししづというよ
うな意味を持つと考えられる。聖書では 7は型なる数であり，その10倍数70も裂なる数なのである。
以上， Ziegler， a.a. 0.， S. 5f.による。
(3) vgl. Paul E. Kahle， The Cairo Geniza， Oxford， 19592• 209-264 (The Septuagint)・
(4 ) 彼は， Sinopeの生まれで，ユダヤ教に改宗したギリシア人である。ユダヤ教のラピ(恐らく Akiba)
に師事した。その生涯の絶頂1寺はエピファニウス EpiphaniusCt403)の De1τlensuris.et ponderibus 
14によるとハドリアヌス Hadrianus帝の12年 (128-129年)であったという。




帝 (180-192年)の頃に絶頂期を迎えた人と考えられ (Demens. et pond. 17による)， 当然アキュ
ラスよりも後の人ということになる。彼もユダヤ教に改宗した人で、あったといわれるが，エピオン派
の人であったという説 (Hieronymus，Praef. ad Daniel) もある。
( 6 ) 彼は，エウセピオス Eusebios(t339)の「教会史J Historia Ecclesiastica第 6巻17章ととエロニ
ムスの Deviris inlustribus 54によればエどオン派のキリスト教徒であるといわれ，エピファニウ
スによれば (Demens. et pond. 15)サマリヤ人で、あったといわれる O
( 7) K. Hyvarinen， Die Ubersetzung von Aquila， Uppsala， 1977. 
( 8 ) シコーンマコスについては次のものを参照。古いが現在もなおj忠良のものである。 ヨ.J. Schooeps， 
Symmachusstudien I (1942)， I (1945)， II (1948). Nachdruck in: Aus fruhchrist1icher Zeit， 
Tubingen， 1950. 
(9) Praet. in Lib. Paralip.， PL 28， 1324-1325. 
(10) このへシュキウスが如何なる人物かは謎に包まれている。ただ一般にはエウセピオスの「教会史」第
8 巻13ï~7節に出て来るエジプト教会の殉教した司教の一人と同一視されているが，その真偽の程は
定かではない。なお， ヒエロニムスによれば (Praef.in Quatuor Evangelia， ad Damasum， PL 29， 
527) へシュキウスも次のルキアヌスもセプトゥプギンタのみならず新約聖書をも校訂している。
(11) ルキアヌスは，同じくェウセピオスの「教会史J第 8巻13章 2節に出て来るアンテオケ教会の長老で
殉教(↑312) した人物と普通考えられている。 i皮はサモサタ Samosataの出身でパウルス Paulus
と同~1!日のため， 多少の事が9ねられている。 vgl.F. Loofs， Paulus von Samosata (TU 44， 5)， 
Berln， 1924， 183-186 et al. 





た次の二つの研究 Studieuber den griechischen Text des Buches Rllth (Gottingen)と Das
Buch R1.th griechisch als Probe einer kritischer Handausgabe der Septuaginta (Sttutgart) 
の中で示したもので，普通Cという記号をJlJt.，、る。この抱に彼は由来不明のR校D木文も指摘した。
吏に， M. L. Margolisは， 有名な被のヨシュア記の批評!t反に際してC校三]本文(先のカテナ校訂
本文とは別のもの)を指摘した。 vgl.Max L. Margolis， Specimen of a new edition of the 
greek Joshua， in: Jewish Studies in Memory of Israel Abrahams. New York， 1927. 
(13) ヘクサプラは次の六つの部分からなるO 第 l欄:へブライ文字へブライ訟本文，第2欄:ギザシア文
字表記へブライ日本文，第3欄:アキュラス訳，第4欄:シュンマコス訳，第5欄:オリゲネス校訂本
文，第6概:テオドティオン訳。このへクサプラは大部なものであっただけに筆写される事は稀であっ
たようで今日では断片として伝わるのみで、ある。それらの断片は， F. Field， Origenis Hexaplorum 
quae supersunt (Oxford， 1875; Nachdruck Hildesheim， 1964) に集められている。また，エウ
セピオスの「教会史J第 6巻16章によると，少なくとも詩篇については， Jニ記以外の名前の知られて
いない第5訳 Quinta.第 6訳 Sexta.第7訳 Septimaの三つの訳もヘクサプラに加えられたとい
う。詩篇以外の書でもこれら無名の三つの翻訳が存在したかどうかは定かではない。フィールド編の
上記ヘクサプラテキストでは詩篇以外でも見られるが，それらの伝承には疑r:司の余地がないわけでは
ない (vgl.H.-J， Venetz， Die Quinta des Psalteriums， Hildesheim， 1974)。吏にヘグサプラの伝承
中には，o 'Esραeor;・oJ:upo守.7'6 J:αf1αpε(7'(r.6).とし、う踊訳名が萱場するが，絶対量が緩めて少なく




(14) vgl. Diog. Laert. 3，65f. 
(15) ルキアヌス校訂本文については，現在でも最良のものである次の文献を参照。 B.M. Metzger. The 
Lucianic recension of the Greek Bible. in: Chapters in the History of New Testament 
textual criticism， Leiden， 1963. 
(16) ラーノレフスは死の註前 (1935年)に二巻本(最近，小型の合本がl:f:lた)の普及版セプトゥアギン夕刊
本 Septuagint.Id est Vetus Testamentum graece juxta LXX interpretes (Sttutgart)を，主
としてシナイ写本 CodexSinaiticus (1暗号、よ， 41世紀)・パティカン写本 CodexVaticanus (略号
B， 4世紀)・アレクサンドリア写本 CodexAlexandrinus (1略号A，5世紀)の三つの大文字写本
を用いて編纂し，一般には現在これが用いられている。しかしここでし寸批評版とは完成すると16
巻になる予定(現在，予定の半分程が完成している)の Septuaginta.Vetus Testamentum Grae‘ 
cum Auctoritate Academiae (sive Scientiarum) Gottingensis editumである。この他にもセプト
クアギンタの批評版はあり，大型のものとしては前述のバティブJン写本を中心にし主にその他の大
文字写本によって本文の異i司を示すという編集方針で編纂されているケンブリッジ版 A.E. Brool王e-





(17) vgl. L. Diestel， Geschichichte des Alten Testament in der christlichen Kirche， Jeロa，1869 
(Nachdruck: Leipzig 1981). S. 70ff; T. Zahn， Geschichte des Neutestamentlichen Kanons 
I.， Erlangen， 1888 (Nachdruck: Hildesheim 1975). S. 85ff. 
(18) エズラ毎月一書，マカベア第一-ニ・三書， トビト書，ユデト書， ソロモンの知恵，ベン・シラの知恵，
エステル書付録，ダニエル書付録，マナセの祈り，バノレグ書，エレミヤの手紙など。
(19) 偽 lj!~についての最近の研究情況については， 次のものを参照。 N.Brox， Zum Problemstand in 



































































( 1) E. Hatch-H.A. Hedpath， A Concor・danceto the Septuagint and the other Greek Versions of 
the Old Testament， 2vols. (Oxford 1897) and a Supplement (Oxford 1906): Nachdruck， 
Graz， 1975. 
(2) J. Reicler-N. Turner， An Index to Aquila (VTS 12)， Leiden， 1966. 
( 3 ) 注(1)に示したコンコノレダンスには，へクサプラの個所だけは，一応示されているがヘブライ誌と
の対応は示されていない。それに，このへクサプラの部分では，誤りやmt落が多い。へプライ誌との
関係では，上記コンコルダンスをti1iうものとして， E. C. Dos Santos， An Expaned Hebew lndex 
of the Hatch-Redpath Concordance to the Septuagint， Jerusalem 1973.がある。
( 4) P. Katz-]. Ziegler， Ein Aquia-Index in Vorbereitung， VT 8 (1958)， 264-285. 
- 28ー 哲学・思想論集第8号
Zur Forschung der griechischen Bibel 
Toshiyuki ITo 
Die griechische Bibel (Altes Testament und Neues Testament) ist fur Christentum 
grundsetzlich wichtig， denn sie war die Bibel der ersten christlichen Kirche. Vor-
nehmlich ist die Septuaginta (Griechisches Alten Testament) wichting， weil Neues 
Testament doch Altes Testament voraussetzt. Theologische Begri百edes Alten 
Testaments sind der Mutterleib der neutestamentlichen und christlichen Theologie. 
In diesem Sinne ist die Forschung der Septuaginta einschliesslich der hexaplalischen 
Tradition mit anderen jungeren griechischen Ubersetzungen des Alten Testaments 
eine grundlich bedeutsame Voraussetzung fur die wissenschaftliche Forschung des 
Neuen Testaments und der Kirchenv詰ter.
Altes Testament selbst ist urspr註nglichnicht in griechischer Sprache sondern 
in hebraischer geschrieben. So haben die griechische Ausdrucke der Septuaginta 
immer den hebraische Boden. Diese‘HebraisclトGriechischeSprachspannung' zeigt 
sich als eine l1ntrennbareおeziehung，die sozl1sagen ‘Dl10nit註t (Zweieinigkeit)' 
gennant ist. Ich denke， diese Beziehung sei auch im Neuen Testament latent. Aus 
diesem Grl1nd werde man Zl1r neutestamentlichen Forschung beitragen， indem man 
die hebraisch包riechischenEntsprechungsbeziehungen in der Septuaginta und Hexapla 
al1sfuhrlich untersucht. Bei der Untersl1chung dieser Entsprechungsbeziehungen 
will ich den Computer gebrauchen. 
